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１ 第 2回木造建築セミナー開催される 
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4.やまがたの木認証制度検討委

員会開催 

5.12月以降の行事 

 

 

1.第２回木造建築セミナー開催 

3.第 30回林業まつり実績報告会 

目 

次 

11月 22日に第 2回木造建築セミナーが、山形市内のヒルズサンピア山形で開催されまし

た。セミナーは鼎談形式で行われ、【地材地建の普及に向けた意匠と構造の融合設計と

は】をテーマに【山形県建築士会副会長】の石山徳昭氏が進行役となり、【瀬野和広＋設

計アトリエ主宰】の瀬野和広氏、【東京大学大学院教授】の稲山正弘氏が、それぞれ【意

匠設計】と【構造設計】に配慮した建築事例や今後の地域材利用について熱く語りまし

た。 

テーマ 【地材地建の普及に向けた意匠と構造の融合設計とは】 

初めに【稲山氏】から、「木組と地域材でつくる中大規模木造建築」と題して、氏が手掛け

てきた建築技術の紹介がありました。 

そのなかでは、スギ材の面格子耐力壁や樹状立体トラスを活用して建築した事例、日本の伝統

的な継手仕口の木組で地元工務店が建築した事例、さらには、外観の美しい組子格子耐力壁を使

った木造施設の事例紹介がありました。 

【稲山氏】からは、その地域の材を使い地元で製材・プレカットし、地元の工務店が建築する

ことで十分中大規模な木造施設を建築することができること。住宅用の一般流通材や住宅用のプ

レカット生産システムを使えばコストも抑えられること。「このような木を表しにした軸組工法

が室内空間の意匠として形成される建築物が【日本の木造建築のスタンダート】になってほし

い」と提案がありました。その後、瀬野氏と稲山氏がコラボした様々な木造建築の事例紹介があ

り、最後に地材地建を進める上で重要となることの説明や、今後に向けた提案をいただきまし

た。 

 

 
 

 

 

 

【瀬野氏】（専門：意匠設計）1959年山形県生まれ。大成建設設計本部勤務後、1988年設計アトリエを開設。2009年～東

京都市大学都市生活学部非常勤講師を務める。良質な国産材を使用した木造住宅・施設の設計を数多く手がけている。 

 

【稲山氏】（専門：構造設計）1958年愛知県生まれ。東京大学卒業後ミサワホーム㈱勤務。1990年稲山建築設計事務所（現

ホルツストラ）設立。2012年～東京大学大学院農学生命科学研究科教授。木質構造の研究・開発及び構造計算を数多く手が

けている。 
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２ 東京モクションで県産広葉樹製品魅力発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ツアー参加者の感想） 

●「アンケート回答者」14団体（全般に：良かったが 14団体） 

・目についた商品：建材、木製雑貨、おもちゃ、木製食器など 

令和 4年 12月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 12月号 (第 49巻 9号) 2 

「木の国やまがたの魅力展」が、11月 17 日（木）～29 日（火）まで東京都新宿内にある国

産木材魅力発信拠点「MOCTION」で開催されました。 

MOCTIONは東京都が運営し、全国各地の木材活用の取り組みを紹介する展示スペースとなっていて、

今回、当組合では、県産広葉樹 JAS 製材品や広葉樹フローリング、県産木材で作られた皿、積み木な

どの日用品等を展示し好評を得ています。 

 

場所 国産木材の魅力発信拠点 MOCTION   

東京都新宿区西新宿 3-7-1 新宿パークタワー5階 リビングセンターOZONE https://moction.jp/ 

   

  ●11 月 18 日（金）14 時〜から、会場と山形県内の出展者をつないだ「オンラインツアー」
も開催され、遠方で会場にお越しいただけない皆さまに、オンラインツアーで展示内容や取り

組みを紹介しました。 

 

 

 

米沢会場と（東京会場）を結ぶ 

 

 

東京モクション会場の展示状況（東京都と山形県が協定を締結して展示会を開催） 

 

広葉樹 JAS製材、広葉樹フローリング

グ米沢会場（東京会場）を結ぶ 

 

 

広葉樹バックパネル 

https://moction.jp/
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３ 第30回山形県林業まつり実績報告会開催 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ やまがたの木認証制度検討委員会の開催（やまがた県産木材利用センター報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ １２月以降の行事 

 

 

 

 

 

●12月 7日：東北森林管理局（次長：小島健太郎氏：着任ご挨拶） 

「小島次長は、県が「林業課」時代に、治山担当技師の県職員として山形県に勤務した経歴をお持ちです。 

 

日 程 行  事  名 予定出席者 
12.14 クリーンウッド法及び合法木材研修会  山形市内ﾊﾟﾚｽｸﾞﾗﾝﾃﾞｰﾙ 専務理事 

12.19 木産協：顧問と理事長の意見交換会   山形市内ホテルｷｬｯｽﾙ 顧問、理事長 

1.5 三役 新年挨拶            県農林水産部ほか 理事長、理事 

1.12 地域材利用拡大研修会（JAS材利用）  山形市内山形国際ﾎﾃﾙ 
            ※全木連 田口常務を講師にお招きします 

理事長、理事 

1.16 第１回木材利用セミナー（赤堀講師）  山形市内ﾊﾟﾚｽｸﾞﾗﾝﾃﾞｰﾙ 理事長、専務ほか 

1.20 第 2回木材利用セミナー（長野講師）  山形市内山形国際ﾎﾃﾙ 理事長、専務ほか 

●12月 6日（火）午前 10 時から、山形市内の山形県産業創 

造支援センター会議室において、やまがたの木認証制度検 

討会が開催されました。 

  今年度初の検討会となりましたが、通常の無垢材を対象 

 とした認証制度、合板・集成材・LVL等の新たな認証制度 

 まで大きくは 4種類の認証制度の点検と、要綱等で様式の 

 定めが必要な項目の検討が行われました。 

  その後、各委員から認証制度全般に関する意見聴取を行 

 いました。委員からは基本となる産地証明を遵守すべく、 

 各認定事業者への指導等を徹底するよう意見が出されました。 

【やまがたの木認定事業者技術講習会】 

●12月 6日（火）午後 2 時から、山形市内の産業創造支援センター 

会議室において、標記講習会を開催しました。3年に 1 度の更新 

時期もしくは、新規認定事業者向けの講習会となっています。初 

めに県森林ノミクス推進課の山嵜補佐から県内の木材産業等の状 

況説明があり、その後、認証制度について詳細説明が行われました。 
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【年末年始の休業】：12月 29日（木）から 1月 4日（水）まで年末年始のお休みをいただ

きます。（1月 5日から関係機関等への挨拶まわりを予定しています） 

報告会の様子 

12 月 2日（金）に村山総合支庁講堂において、標

記実績報告会が開催されました。 

3 年ぶりの開催でしたが、開始 1 時間前から多数

の方が会場前に集まるなど、県民の皆様への定着度

は高いものがあること、【各地域振興会の木工体験イ

ベント】【県産木材を使った構造躯体の展示】などで

木材産業の役割や「木の良さ」を情報発信出来たこ

とについて、事務局から報告がありました。 
 

最後に、令和 5 年度も同様の体制・規模で当該イ

ベントを実施する方針が確認されたところです。 

出展者の皆様、広告協賛を頂いた

企業の皆様に感謝申し上げます。 

県森連：齋藤委員が委員長に就任 

県森林ノミクス推進課の説明 
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●全木連からのお知らせ 
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RoomClipコラボ企画  

みなさんの「国産木材のある暮らし」の投稿を大募集！ 

国産木材のある暮らし スゴイゾニッポンの木のちから！ 

RoomClip には、おうちのさまざまな場所にこだわりの木材を取り入れている実例が投稿さ

れています♪ 今回はその中でも「国産木材」を使用した空間やアイテムを見せてください！

柱や梁、壁や床、浴室、木製家具など国産木材を取り入れていればなんでも OK です！産地

や木の種類、国産木材を使った理由などもぜひコメントで教えてくださいね。たくさんの投

稿をお待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

【募集要項】 

●応募について 

2022 年 11 月 30 日〜2022 年 12 月 29 日に、RoomClip の応募フォームから投稿した作品だ

けが対象になります。プロフィール情報の「都道府県欄」を応募期間内に登録して下さい。 

●審査について 

2022年 12月 30日〜2023 年 1月 19日の間を審査期間とします。 

 

日本最大級のインテリア実例アプリ・サイト“RoomClip”とのコラボ企画として「国産木

材のある暮らし」をテーマにした投稿募集キャンペーンです。 

RoomClip は、住生活の領域に特化した日本最大級のソーシャルプラットフォームです。 

様々なユーザーが投稿した「住生活の実例写真」の実例写真は、アプリやウェブサイトを中

心に、SNSや出版物を通じて多くの人に届けられています。 

今回は柱や梁、壁や床、浴室、木製家具などの「国産木材」を使用した空間、アイテムを募

集し、応募作品の掲載などを通じ国産材使用の啓発に向けた取り組みになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは日本最大級のインテリア実例アプリ・サイト“RoomClip”にて 

 

 

 

https://roomclip.jp/contest/1549
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 【木産協：組合員の皆様には配布させていただきます】 

●全日本木材市場連盟からのお知らせ 

令和４年度 
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木材アドバイザー（もくアド）養成講習会 

● 木材を取り扱う方々等を対象に環境問題や木材需給、日本の林業のほか、木の見分け方や基

本的性質、木造建築に関する実践的な知識を学んで頂くため、下記により木材アドバイザー

養成講習会を開催します。皆様のご参加をお待ちしております。当講習会につきましては、

今回も（公社）日本建築士会連合会の CPD認定プログラムとなっております。 

記 

１ 主 催：一般社団法人 全日本木材市場連盟 

 

２ 各会場の定員 東京会場４０名程度、大阪会場４０名程度 

 

３ 日程等： 

(東京会場)  令和５年２月１７日（金） ９：３０～１７：２０ 

               ２月１８日（土） ９：００～１５：４０ 

林野会館（（一社）全国林野関連労働組合会館）会議室 

（〒112-0012 東京都文京区大塚３－２８－７ 林野会館） 

 

（大阪会場）  令和５年２月２４日（金） ９：３０～１７：２０ 

                 ２月２５日（土） ９：００～１５：４０ 

           大阪木材仲買会館会議室 

（〒550-0015大阪市西区南堀江 4丁目 18番 10号  

大阪木材仲買会館）  

４ 受 講 料：２５，０００円 

（ただし、受講料、テキスト代，受験料等を含みます） 

 

５ カリキュラム等（予定）  

教科内容と講師は次のとおり予定しており、これを２日間に分けて実施します。 

 

オリエンテーション （一社）全市連事務局 

地球環境保全と森林・木材利用 早稲田大学 森川 靖 名誉教授 

森林と人との関わり、日本の林業とその課題 フリーライター 赤堀 楠雄 氏 

木造建築・木造住宅を知る、木造建築・木造住

宅を科学する 

東京都市大学 大橋 好光 名誉教授 

木材に対する建築側の期待 Ａ/ＥＷОＲＫＳ理事 栗田 紀之 氏 

木について知っておくべき事柄 

木の見分け方の基本 

東京大学 岡野 健 名誉教授 

京都大学 杉山 淳司 教授 

テスト１ （一社）全市連事務局 

世界の木材需給の動向と日本の木材需給の見

通し 

NPO 法人 活木活木森ネットワーク 

    遠藤 日雄 理事長 

テスト２ （一社）全市連事務局 

 
 

木材アドバイザー制度については、以下の全市連のホームページをご覧ください。 

https://www.zennichiren.com/mokuad/mokuad_top.html 

 

 

 

 

 

https://www.zennichiren.com/mokuad/mokuad_top.html
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●一般社団法人 日本木質バイオマスエネルギー協会からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 林野庁からのお知らせ  ＝内閣総理大臣賞が決定しました＝ 

 

（モクレポ） 

【特集記事】 
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「河川内樹木及びダム流木のバイオマス利用の手引」を公開 

 

環境省では、国土交通省と連携し、既存インフラを活用した再生可能エネルギーの普及加

速化を図る取組の一環として、河川内の樹木、ダム流木等をバイオマスとして利活用するた

めに、河川内樹木やダム流木がどのようなものか・バイオマス利用にあたりどのような手続

や調整が必要かといった基礎知識を解説するものとして、「河川内樹木及びダム流木のバイオ

マス利用の手引」を作成しました。 

 

※  分かりやすく読み応えのある内容となるよう作成しましたので、バイオマス発電事業

者、チップ化事業者、⼀般廃棄物処理施設などのバイオマス受⼊側と、河川やダムの管

理者といったバイオマス排出側をはじめ、 

• 河川内樹木、ダム流木、バイオマスについて、そも 

そもどのようなものか、どれくらいあってどんな種 

類があるのか知りたい 

• バイオマスとしての品質は実際どうなのか知りたい 

• 法律や制度等どんな規制があって利用するためには 

どのような手続きが必要なのか知りたい 

• どのような利用者がいてどのように提供されるのか、 

実際の事例が知りたい 

という方等、皆さまに広くご覧いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.env.go.jp/content/000050337.pdf
https://www.env.go.jp/content/000050337.pdf
https://www.env.go.jp/content/000050337.pdf
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●木産協からのお知らせ（特に製材業者の皆様：是非参加をお願いします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ●参加希望者は（木産協）までお問い合わせ願います。 
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●【第 2回 地域材利用セミナー】（予定） 

1月 20日（金）14：00～16：30 会場：山形国際ホテル 

第 1部 基調講演 山形の森をモリアゲよう！（長野麻子氏：元林野庁木材利課長） 

第２部 意見交換 各団体の話題提供・質疑 
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●住宅着工状況（10月期） 
令和 4 年 10 月期の県内新設住宅着工戸数は 319 戸となり、対前月比 89.6％、対前年同月比 65.2％、対前年累計比は 84.4％となった。 

県内では貸家、持家ともに減少傾向。地区別の前年比、累計比とも大きく減少となった。木造率は 89％。 
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